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授業の出席申告、ミニテストへの回答。

・授業コード生成
出席管理サーバで「授業コード(乱数)」
を生成

・出欠情報受信/登録
学生のiPhoneから送られた出席データ
を登録し、送信された教室の確認を行
なう。

・出席状況/履歴の照会対応
授業ごとの出席状況や学生毎
の出席履歴を表示

5946
教員が授業開始
時に授業コードを
板書

教室(授業中)職員室

□職員用PC等(Web画面)

□職員用PC等(Web画
面)
・授業コード表示
教師は職員室で授業コー
ドを確認する(Web画面)

□職員用PC(Web画面)
・出欠連携データのエクスポートとインポート
出席連携データを出欠管理サーバからダウ
ンロードし、Web画面から受信。

連携データ
(CSV)

□出欠管理サーバ

講義開始後、即座に出席申告することで、
講義内容に意識を集中。ミニテストで授業
内容の理解度を常時確認。

□学生iPhone(専用プログラム)
・出席情報送信
学生が授業コードをiPhoneに
転記して送信

・位置測定
無線LANの受信電波でiPhoneの
所在地情報を測定し、出席情報
と 一緒に送信する。
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稼働環境

端末側 稼働環境

項 目 内 容

対応機種 ｉＰｈｏｎｅ、ｉＰｏｄＴｏｕｃｈ OS3.1以上

ネットワーク環境 Ｗｉｆｉ環境を推奨。（３Ｇ回線でも動作可能）

ダウンロード環境 ＡｐｐＳｔｏｒｅ、Ａｄ-Ｈｏｃ配布、その他ご相談

必須ライセンス Ａｐｐｌｅ社とのスタンダードデベロッパー契約

出席管理サーバ稼働環境

項 目 内 容

対応機種 各社ＩＡサーバー、Ｕｎｉｘサーバー

メモリ 利用者数に準じる（5000名超の場合、8GB）

Webアプリケーションサーバ Ｌｉｎｕｘ、各社Ｕｎｉｘ、Ｗｉｎｄｏｗｓ

対応データベース ＰｏｓtｇｒｅＳＱＬ、ＭｙＳＱＬ、Ｏｒａｃｌｅ、ＳＱＬＳｅｒｖｅｒ(その他)
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リアルタイムで在所確認と出席登録

 ＡＧＰＳと、ＷｉＦｉ基地局から出席データ送信位置を特定

 GPSの精度問題

 フロアが異なる場合

 ３G電波が受信できない場合

事実上、他の場所からの出席登録は

不可能（学生の立場で考えると、

「労多くして功少なし」）
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ミニテスト回答機能と理解度確認

 講師による講義内での理解度測定

 回答データ、位置特定データの即時送信・格納

 常業への参加意欲向上

 ブラウザアプリで、回答状況をリアルタイム集計

 授業中の中抜け防止

 回答結果データの蓄積と参照
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リアルタイム集計画面

回答比率

（人数）

回答者 総数

即時更新
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出欠状況の確認

 講座毎に出欠状況を印刷・分析

講義名

講義名
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出欠状況の確認

 学生毎に横串で出欠状況を印刷・分析(学生自身も取り出し可能）

個人名

個人名
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複数回欠席者への通知

 複数回（事前設定）の欠席者には、講義単位にて出欠席状況
をＥ－Ｍａｉｌにて通知（本人通知）
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複数回欠席者への通知(保護者通知）

 複数回（事前設定）の欠席者には、講義単位にて出欠席状況
をＥ－Ｍａｉｌにて通知（保護者通知）
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導入の目的

 学生の行動管理？！

 発表時の大きな誤解

代返防止ソフトウェアではありません
 学生に嫌われることが目的、 ではありません。自己管理のツー

ルです。詳しくは3章で。
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導入の目的

 iPhoneを使いこなすための基礎トレーニング

 アプリケーションのダウンロード、起動

 画面タッチによる操作

 講義毎に利用することによる、スマートフォン操作の早期習得

 毎日使い、優れたUIを体感
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導入の目的

 iPhone持参の習慣付け

 通学時のe-Learning実施

 各種教材の視聴(Podcast,Handbook)
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導入の目的

 授業開始、即座に集中
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導入の目的

 ミニテスト

 講師側リアルタイムモニタで、講義と同時進行にて理解度測定
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導入の目的

 iPhoneを使ったモバイルビジネスアイデア作成講義の

教材として

 各種仕様の詳細を公開
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導入の目的

 教務事務処理の軽減化

 紙から電子化への作業

 講師からの帳票出力依頼

 新規帳票書式作成

 定期的な帳票出力作業
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出席管理の再定義

 何のために管理か？

 登校の習慣付けと、出欠状況への意識向上

 自己管理と適切な指導

 事後ではなく、その場で指導

 学業を中心とした生活習慣（生活パターン）の構築

⇒ 引きこもり習慣を無くし、友人・講師と共に、

学校生活をより楽しみ、学習意欲を高めるため。
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出席管理の再定義

 「される」管理ではなく、する「管理」

 当初は学校側から指導されるが、自らが出席状況を確認し、自
己管理を行うよう成長
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出席管理の再定義

 本来の目的

 講師が各学生の状況を俯瞰すること

 学生自身が社会的に成長すること
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学生の状況

 2010年1月時点でのiPhone利用状況

スライドのみでのご説明
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学生の状況

 モバイルビジネスへの興味

 ビジネスアイデアプレゼンテーション

 自治体主催のiPhoneプログラミング講座の講師支援アルバイト

 学生が作成したアプリケーションの公開
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Android版リリース

 2010年10月にAndroid端末版をリリース

 SoftBank、Docomo、AUの主要端末にて動作確認

 市場形成は2011年4月以降
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iPad電子出席簿のご紹介

 講師がiPadを使って、出席を登録

 「電子エンマ帳」

 授業中の宿題提出、回答指名、授業態度等を学生毎に登録

 他社LMSとの連携

 単独でLMSとしても利用可能

 基本機能（出欠状況の通知、帳票出力）はiPhone出席管理
と同等

 座席順、名簿順での点呼

 小学校～高校までを想定
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iPad上に表示される「学籍リスト」又は、「座席マップ」から、学生の名前をタップ（押す）だけで、

出欠を登録できます。「遅刻」・「早退」・「公休」の登録、授業後の修正も可能です。登録された出
欠情報は、講座別(クラス別）、個人別といったリストにて出力され、学生への指導に生かすこと

ができます。

お客様ご利用イメージ

サービス概要

ＡＣ１

①授業開始時に出欠を登録

③教務担当は、システムから出
欠データを取り出し、教務システ
ムに簡単登録

②教員室にて、提出物・回答指名回数を
入力（授業中でも可能) 出欠状況を出

力

電子出席簿サー
バ

教務システム
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活用シーン

③授業後の情報参照・修正③授業後の情報参照・修正

①教務担当者の事前準備①教務担当者の事前準備 ②授業前・授業中の活用②授業前・授業中の活用

④出欠データ分析・教務システムへの登録④出欠データ分析・教務システムへの登録

iPadを用いた電子出席簿ソリューションの活用シーン
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￥教務システムとの連携で容易に授業情報登録教務システムとの連携で容易に授業情報登録

導入による教務事務コストは殆どかかりません

教務担当者の事前準備

MS-Officeを利用したツールで、教務
システムからのデータを簡単に登録可
能。
教務事務の運用負荷を最小限に。

教務システム

-クラスデータ
-学生データ
-各種履歴データ

電子出席簿サーバ

定期的なデータ自動更新もサポー
ト。
夜間のデータ自動更新で、授業終
了を待つこと無く事務処理完了。

教務システム

-クラスデータ
-学生データ
-各種履歴データ

電子出席簿サーバ
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オンラインオンラインLMSLMS(Learning(Learning Management System)Management System)としての活用としての活用

各種履歴を記録・参照することで、教室での指導を支援します

授業前・授業中の活用

iPadでの出欠、回答指名回

数、課題提出履歴等の登録
学習態度の簡易メモ登録と、
履歴参照。

個々の学生に対する学習情
報がその場で簡単に入力で
きます。
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課題：紙での情報配信にコストがかかる

教員室にて、より詳細な記録を入力・修正教員室にて、より詳細な記録を入力・修正

授業終了後、短時間で容易に入力することで、学生への正確な評価が可能
です

授業後の情報参照・修正

遅刻・早退届の反映、就業態度の入力・修正。
課題提出情報の入力・修正。
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課題：紙での情報配信にコストがかかる

出欠状況・学習履歴情報から生徒の学習意欲を分析、教務システムへの容易な登録出欠状況・学習履歴情報から生徒の学習意欲を分析、教務システムへの容易な登録

理解度を把握することで、講義レベルの設定が可能となります

出欠データ分析・教務システムへの登録

出欠状況・学習履歴情報の帳票
出力と、EXCELへのデータ連携に

より、生徒の学習意欲を分析。
苦手科目克服、出席率改善のポ
イントを掘り起こし。

教務システム

-出欠データ
-各種履歴データ

電子出席簿
サーバ

MS-Officeを利用したツールで、

教務システムに簡単登録。定期的
なデータ自動更新もサポート。

従来は紙の出席簿から、データ入
力を行っていた作業を簡略化。教
務の入力作業コストを削減します。
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弊社企業概要

担当：金野（カネノ）

TEL 03-3342-2642 FAX 03-3348-4634

iphone@tsl.co.jp

お問合わせ先お問合わせ先

〒160-0023 東京都新宿区西新宿１丁目２１番 明宝ビル３Ｆ住所住所

１７7名 （２０10年４月現在）従業員数従業員数

１９７１年２月２２日設立年月日設立年月日

未上場上場市場上場市場

１ 億 ６, ２５０万円資本金資本金

岩上 英通代表取締役代表取締役

株式会社 東京システム技研企業名企業名
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ご清聴ありがとうございました。


